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糖尿病患者との病の経験の語りと語りによる治療継続への影響

平間 幸子, 安田 潤, 金田 豊子



【目的】
　２型糖尿病患者との語りを通し患者看護師が病の経験
を知り、問題とその影響を明らかにする事を目的とする。

【研究方法】
対象： 50 歳代女性、2 型糖尿病
データ収集方法：病の経験について半構成面接法を用い
面談を行った。得られた内容を要約し意味づけを行った。
分析方法：得られた内容からエピソードを抽出し、ストー
リーの構成・解釈を行い、問題とその影響を分析した。

【倫理的配慮】
　倫理委員会の承認を得て、研究の主旨、プライバシー
の保護を書面と口頭で説明し同意を得た。

【結果】
　患者がつけた題名は「生活に追われた毎日と糖尿病」
であった。語りから【自分の治療よりも家族を優先にし
てきた生活】【家族にとっての自分の存在や役割】【諦め
ていた自分から頑張ることができる自分への変化】【自
己の強みの認識】【語りを通して見出した気づきと新た
な目標】【未来への展望】の６つのエピソードを抽出した。

【考察】
　患者は題名のように、糖尿病に罹患後から忙しい生活
を送り、家庭や仕事を優先し、自分の体のケアや治療行
為を後回しにする行動パターンを繰り返していた。語る
ことで、【自分の治療より家族を優先にしてきた生活】
を自覚できた。また、患者にとって家族の存在は大きく、
行動パターンの改善を考えながらも、自分を否定するこ
となく【家族にとっての自分の存在や役割】を見出して
いた。
　前回からの入院を通して【諦めていた自分から頑張っ
ている自分】へと変化がみられ、【自己の強みの認識】
へ繋がっており、成功体験から自己効力が高まっていた
ことが考えられる。また、【語りを通して見出した気づ
きと新たな目標】と【未来への展望】を示していた。こ
れは、Ａ氏の役割や強みの認識が大きく影響していると
考える。今回、語りに題名を付け意味づけをすることで、
今までの行動パターンを患者看護師共に気づくことがで
きた。また、問題点が明確になり、問題に与えている影
響も明らかになった。
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